外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	


平成２４年　７月１２日(木)　　　司会：高森　偉津子　　記録：柴田　真弥

	島守
	小笠原
	三浦
	菅原
	上野
	木村
	服部
	大谷地
	小島
	柴田
	

	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	○
	業務
	○
	○
	○
	

	松川
	中村
	川井
	佐々木（弘）
	高森
	
	
	
	
	
	

	産休
	業務
	○
	○
	○
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 7/17(火)18(水)　第2回院内研修「クレーム対応について」

· 7/16(月・祝)　青陽館のワックスがけ予定。用意する物を上野SGMに確認していく。

＜利用者様情報＞

・細越　定生様～本日来所すると、担当スタッフに7/10の面談のお礼を伝えている。「話を聞いてもらえなかったら、デイを辞めていたと思う。」と話され、スタッフに感謝の気持ちを伝えている。また、本日外来受診時に、今後もデイケアを利用していきたい旨を担当医へ伝えてきたことを報告している。本日は穏やかに過ごすことができている。病状の不安定な様子は続いている為、引き続き言動の変化について観察を行っていく。

・赤石　陽介様～本日来所し、退院と就職の報告をされている。7/4八戸赤十字病院にて胆嚢除去術を実施し、7/8退院したとの事。腹部に3ヶ所の手術痕あり痛みを訴え、術後より疲労感と軟便があると話す。また、手術跡に内出血と膿が見られており、腰痛の為コルセットを着用していることから、痒みの訴えも聞かれている。本日、母様と八戸赤十字病院を受診するとの事で、相談するよう促している。また、明日より階上町にある作業所での就労が開始となる予定であり、それに伴いデイケアを退所しようと考えていたが、主治医から週に一度は来所するよう説明を受けている。毎週月曜日に来所するとの事。本日は、他の利用者から頻繁に話し掛けられ、苛々感を訴えている。また、血圧高値で八戸赤十字病院から1日3回測定するように言われているとの事。本人来所時は、デイケアでも血圧測定を促していく。

・関　秀治　様～表情冴えなく、暑さによって疲労感があり、フラフラすることがあると話している。食事や睡眠に影響はないとの事。デイケアでもゆっくりと過ごすよう声がけするが、食事準備を1人で行なっている。疲労感が窺える際は声がけし、休養を促していく。

・青木　紀子様～昨夜、ベッドに入り天井を見た際に、ぐるぐると回る感じがあったと訴えがある。担当医からは様子を見るよう言われているとのこと。

・佐藤ミツ子様～青風荘より、今朝、稲垣ふき様と口論になることがあったと情報を受けている。午前中、ミーティング前まではロッカー室に引きこもっている様子が見られるが、プログラムには拒否なく参加されている。トラブルとならないよう、様子を観察していく。

・稲垣　ふき様～青風荘より、今朝、佐藤ミツ子様と口論になることがあったと情報を受けている。朝から大声での独語が聞かれており、「佐藤よ」と名指しで話すことや、スタッフに対し「何でここに座ってんよ、あっちいけ」と指示的な発言がある。現在はトラブルになることなく過ごされている。また、血圧は安定しており、130台で経過している。脹脛の痛みについて訴えが聞かれているが、曲げた際に痛むが椅子に座っていると痛みがないとの事で、強く訴えてくる事はない。

・松永勘五郎様～7/8で65歳となる為、後期高齢者用の保険証へ切り替えをしたか医事から確認あり。本人に確認すると、まだ切り替えていないと話されている為、明日の朝病院へ寄って、切り替え方法を確認するよう説明し、本人も了承されている。

・鈴木　茂子様～昨日ケア会議実施。今後のデイケア利用は週4回（月火木金）となる予定。私用はデイケア利用日以外で済ませることを条件としている。私用での欠席は、姉様を通した連絡のみ受け付けるとの事。今後は青明舎がメインとなり支援を行なっていく。

・宮　陽子　様～本日、本人より欠席連絡があり、「遅くなってすみません、デイには行けません」とやや早口で話され、すぐ電話を切ってしまっている。

・大久保康弘様～本人より、服薬変更があったことを報告されている。幻聴がなくならない、夜眠れない為、朝食後薬と夕食後薬が増薬になったとのこと。薬に関して、「効いているのかはわからない」「幻聴がなくならないと効いていない」と話しているが、眠剤のみは大事だと話し、必要性を感じている様子。服薬を自己調整しないよう、今後も服薬管理を確認していく。

＜疾患別診療計画立案＞

高阪　博英様（57）　主治医：川端Ｄｒ

診断アルコール依存症　　既往歴肝硬変、食道静脈瘤、C型肝炎、慢性膵炎

入院歴あり　①H22年3月24日～H22年6月23日　

②H24年3月14日～H24年6月14日

治療歴なし

現状
・入院時は血圧高値。現状は安定している。

・体重測定は1日2回行なっている（理由は不明⇒確認していく）

・腰痛訴え、三沢病院を定期的に受診している。
・昔の職場から頼まれると手伝いに良くが、昔の職場の影響で再飲酒となっている。
・日中の活動場所を持つことで再飲酒予防を希望し、デイケア利用となる。
・デイケアでは革細工を行い、自分でも道具を購入している。
・食事は自炊で、弁当を持参している（加工肉類や魚卵類が多い）
利用目的及び目標

利用目的：日中活動を持ち、再飲酒予防（短期で利用予定）

長期目標：飲酒しない生活

中期目標：日中活動を持ち、自宅でも行なえる趣味の獲得

短期目標：飲酒行動に繋がる可能性あることから、回避する

　　　　　自宅で生かせるよう作業手順の獲得

治療計画：①飲酒有無と欲求の確認と、飲酒につながりかけた事象の振り返り

②時間を有効に活用し、川細工の手順を修得

その他
・短期利用（3ヶ月から半年程度）を希望。革細工の基本的な技術を取得後、就労・ボランティア等に意向していく予定。うみねこ幸房も検討している。

・妹様との関係性が良くなかったと本人話されているが、退院時に話し合いを持ったことで、改善されてきているとの事。妹様が、自分を兄として扱ってくれないことに対しよく思っていないとの事で、再飲酒の原因にもなっていた。

· 時間の枠（プログラムなど）を崩してくることが考えられる為、デイケアは治療の場であることを説明し、利用目的に関して本人と再度すり合わせを行なう必要がある。

松村　勉様（57）　主治医：日赤病院

診断統合失調症　　既往歴肝機能障害、脂質代謝異常症

発症　H6年6月、母様の入院がきっかけとなり、被害的内容の幻聴出現

入院歴あり　①H6年10月～H7年1月　松平病院

　②H7年4月～H8年7月　八戸赤十字病院

　③H10年1月～H14年2月　　　〃

　④H19年12月～H20年9月　　 〃

　⑤H20年12月～H21年1月　　 〃

治療歴　湊病院デイケア利用、青山荘、青南病院デイケア利用

現症
・服薬中断、自己調整をすることがある。以前、日赤病院入院中に、副作用の出る薬のみを飲まずに自己調整をしたり、同室の患者にも調整を促すことがある。

・青山荘、青陽館の壁を壊したことがある。デイケアでは、田名部一樹様から「なんで来てるの？」と来所する度に言われたり、呼び捨てにされることに対し苛々感が生じ、壁を壊してしまっている。

・再発の兆候として、アパートの近所の人に世話を焼いてしまう（お金を配る、物をあげる）ことがある。

利用目的及び目標
長期目標：①単身生活維持の為に病状悪化に気付く。②体重減少する

中期目標：①言動から病状悪化に気付く。②他者との関わり方について学ぶ。

③68kgまで体重を減らす。

短期目標：①デイケア利用する事で生活リズムを整える。スタッフへ生活・服薬状況を報告する。

②他者へ接する態度が適しているのか、本人自らスタッフへ尋ねる。

③体重減少に向けて、自炊のメニューや食材の量についてスタッフに相談する。

治療計画

①来所時に生活状況、体調確認、服薬状況に確認を行う。表情の観察も行う。

②病状悪化防止の為、本人の発言内容や他者との関わり方の中でイライラ感等の観察を行なう。

③単身生活で不安や疑問に思う事をスタッフへ相談するよう促し、状況に応じて面談を行っていく。

④食事摂取量や自炊内容の確認し減量に向けてアドバイスする。

検討結果
・短期目標に、「苛々感を感じた時は、スタッフに相談する」を追加する。

・現在体重77㎏。腰痛で欠席していた後は79㎏に増えていたり、体重の増減が激しい。食事が余ると、「もったいない」を理由に残さずに食べてしまうことがある。単身生活開始後は、弁当とカップラーメンで生活していた為、食事内容、買い物の内容を確認していく必要がある。

　⇒計画に追加していく。

＜外来情報＞

・細越　定生様～「通所のレベルを上げていきたい」と話されている。

・新堂　寿子様～遠い事を理由に、通所を辞めたいと話されている。

・上久保善郎様～採血実施。

・柳沢　信之様～診察時、ニヤニヤとした表情が見られている。

